
資料４ 

 

 

教科書展示会実施状況について(最終) 

 

 

 

○ 閲覧者数及び意見書件数 

 

展示期間 会場 閲覧者数 意見書 

６月１日（月） 

～７月１日（水） 

京都市総合教育センター １４１人 ５０件 

右京中央図書館 ６５人 ３３件 

６月３日（水） 

～６月７日（日） 
左京図書館 ２７人 ７件 

６月１０日（水） 

～６月１４日（日） 
伏見中央図書館 １０人 ８件 

６月１７日（水） 

～６月２１日（日） 
醍醐中央図書館 ７人 ６件 

６月２４日（水） 

～６月２８日（日） 
洛西図書館 １０人 ６件 

合計  ２６０人 １１０件 

 

 

※閲覧者数は，閲覧者名簿に氏名を記入した人数。 

※総合教育センター，右京中央図書館では，小・中学校及び義務教育学校育成学級，高等学校，総

合支援学校用教科書も展示。 
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展示会の意見書 

（原文転記） 

＜総合教育センター＞ ５０件 

・育鵬社歴史教科書は①皇国史観の神話②戦争肯定の大東亜戦争論③憲法おしつけ論，改憲

紹介等歴史教育をゆがめ憲法の理念に反する危険な教科書で採用してはならない。 

① Ｐ５６「三種の神器と神武天皇」の小見出しで書いている。「天照大神はニニギに，八

咫鏡（鏡），八尺瓊勾玉（宝石），草薙剣（剣）をあたえたといいます。これらは『三種

の神器』とよばれ，天皇が即位するとき，代々受けつがれることになっています」と神

話と現代の天皇制を関係づけています。又Ｐ５７では「こうしてカムヤマトイワレヒコ

ノミコトは畝傍山のふもとの橿原で即位し，初代神武天皇となるという物語です。なお，

２月１１日の『建国記念の日』は，神武天皇が即位したとされる日を記念したものです。」

と書いて「物語」と「建国記念の日」を結びつけています。 

② Ｐ２４２「太平洋戦争（大東亜戦争）」の単元では「１２月８日，日本海軍はハワイに

ある真珠湾の米軍基地を攻撃し，同時にマレー半島に上陸した日本陸軍もイギリス軍を

破って南下してシンガポールを占領しました。米英に宣戦布告した日本は，この戦争を

『自存自衛』の戦争としたうえで，大東亜戦争と名づけました」と一方的な真珠湾攻撃，

マレー半島への侵略を「攻撃」「上陸」と侵略戦争であることを書いていません。さら

にＰ２４３には「日本政府は１９４３（昭和１８）年１１月，アジア各地域の代表を東

京に集めて大東亜会議を開きました。」「この会議以降，アジアの国々を欧米による植民

地支配から解放し，大東亜共栄圏を建設することが，戦争の名目として，より明確にか

かげられるようになりました。」とアジア侵略戦争を「アジア解放戦争」にすり替えて

います。 

③ Ｐ２６３の「日本国憲法の制定」の単元で，「細かな点までＧＨＱとの協議が必要であ

り，議員はＧＨＱの意向に反対の声を上げることができず，ほとんど無修正のまま採択

されました」と「おしつけ憲法論」を書いています。そして「憲法改正や再軍備を主張

する声が上がりました」と改正論，再軍備論だけ紹介して「憲法を守れ」の事は一切紹

介していません。 

以上，育鵬社の歴史教科書は歴史的事実をゆがめ子どもにまちがった歴史観をおしつけ

る内容になっています。 

―行政区：伏見区 

 

・中学道徳科教科書について 

① 愛国心を道徳で教えるのは疑問。国を愛する心はおしつけてはならない。特に気になっ

たのは「日本教科書２年道徳」の教材 ⑰日本にオリンピックを呼んだ男 Ｐ１３８ 

⑰ウズベキスタンの桜 Ｐ１４２ 台湾に遺したもの ⑱白菊Ｐ１４８。侵略戦争につ

いて何の反省もなく，エピソード話で侵略を美化し，排外ナショナリズムをあおってい

る。採用してはならない。 

② 「道徳ノート」をつけていることは疑問。「廣済堂あかつき」「日本文教出版」。教科書

教材について「書かされる」「徳目のおしつけになる」「ノート書きで終わる」ノートに

とらわれる。 

③ 自己評価は道徳教科の道徳観の数値評価につながる危険がある。 

自己評価を教科書終りにつけて提出求めている「教育出版」「Ｇａｋｋｅｎ」「あかつき」

「光村」。自己評価を求めていない教科書「日本教科書」「東京出版」。 

                               ―行政区：伏見区 

 

・教科書展示会場についての要望・意見 

① 会場の入口，三階の入口に何の案内もない（玄関と会場に『展示会場』とかいたもの掲
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示する）。 

② 部屋がせまい。以前部屋の半分が会場であったが，少なくなっている。部屋の半分（窓

側）はパソコンの部屋になっている。結局６人分しか席はない。 

③ 会場半分が職員の部屋でやかましい。週１回職員会（月・午後？），日頃職員の会話が

展示の集中をさまたげる。 

―行政区：未記入 

 

・内容も充実しているが，重いものが多い。小学生のランドセルに教科書，ノートなどを入

れた重さは相当なもの。各教科書の重量を１／２にするくらいのことが必要と考えます。 

 教科書展は自由に教科書が見られてよい機会だと思います。 

―行政区：未記入 

 

・歴史 

 ⑴聖徳太子について育鵬社は①遣隋使，小野妹子を派遣し独立外交実行 ②十七条憲法と

和の精神 ③冠位十二階の実力主義 を記すが，東書は①②を矮小化，日文は①②③共矮

小化 

 ⑵日露戦争について日文は９行のみ矮小化。総じて日文，東書共に「我が国の歴史に対す

る愛情，国民としての自覚」ないがしろにしている。 

 公民 

 ⑴拉致問題について自由社，育鵬社ともに「人権」「国家主権」「安全保障」の問題として

質・量ともに充実するも，日文，東書はゼロ記述→「人権」を重視するが観念的に終る。 

 ⑵天皇について，日文，東書ともにネガティブ。日文は「形式的，儀礼的」強調 

 ⑶日文，東書に「公共の精神」「愛郷心，愛国心」記述ないのは致命的。 

―行政区：未記入 

 

・歴史教科書をみさせていただきました。全体に学び舎は国民の目線で書いており，戦争の

ところなどよくわかりました。ただ，育鵬社はなぜか戦争を美化しているように感じまし

た。例えば，問題解決のため満州支配をめざしたとか，子どもたちに間違った歴史を教え

てほしくありません。憲法もＧＨＱにおしつけられたみたいな書き方はおかしいと思いま

す。ベアテさんのことをのせてた教科書もありました。ぜひ子どもたちに教えてほしいで

す。 

教科書の情報量が多く，子どもたちに負担が増さないか心配です。技術とか。 

―行政区：下京区 

 

・自衛隊を国の安全保障面より記述してない。  文教出版 

 家族の役割について意義を書くべき。 

 その点，自由社は頁を多く記述している。 

―行政区：伏見区 

 

・公民，国の役割，公共精神，自衛隊，安全保障，家族，憲法について自由社はわかり易い。 

 東京書籍，憲法の成立についてＧＨＱのものを修正可決とあるが，重要な日本の意見が認

められてなかった経緯を書かれていない。家族の大切さが欠けている。公共精神が欠けて

いる。 

―行政区：中京区 

 

・小学校の社会の教科書を見てみました。 

 ○小学校４年にて，電気のこと 災害のこと 取り扱っているが，東京書籍は何と東日本

大震災についての記述がなく，びっくりしました。教育出版のほうは出ている。 
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また，いづれにせよ，私の企業やお店等が，また，市井の人の名前がバンバン出ていること

は，これは如何なものか。身近に具体的に感じられるようにとのことでもあろうが，これは，

事を取りちがえていると思う。 

―行政区：左京区 

 

・中学校社会を中心に見させていただきました。大きく言って「歴史」では日本の歴史と世

界の歴史の構成，東アジアへの加害の問題，昭和に入っての戦争の問題などで違いを感じ

た。「公民」では，平和主義の扱い方が最も大きな違いが出ていた。 

 育鵬社の教科書は，記述や構成に問題が多く，教科書としての仕上がりも不十分であった。

教育出版と日本文教出版が比較的よく出来ていると感じた。 

―行政区：伏見区 

 

・開かれた展示会を継続する意義を感じています。 

 今後も開催お願いします。 

―行政区：南区 

 

・京都市，府で使用されている光村教科書の国語について問題点を書きます。 

① 文学・物語教材「シンシュン」「大人になれなかった弟たちに」「星の花が降るころに」

「少年の日の思い出」と四つ作品を教材にしているのは評価できるが，あとは１，２ペ

ージの作品の一部を教材としている。文学教材は，作品の一部だけでは紹介に終わる。

しかもせっかくの教材のあとの学習が，文学作品そのものの読みを課題とせず，「情報」

「読書」「聞く」「推敲」等，文学鑑賞からはずれている。 

② 情報の処理は国語の学力か疑問。Ｐ３４「情報を整理して書こう」，Ｐ６０「情報を集

めよう」，Ｐ６２「情報を読み取ろう」，Ｐ６４「情報を引用しよう」，Ｐ１８「情報の

比較・分類，関係づけ」，Ｐ１９言語・文化・読書（辞典），Ｐ１１８「情報・引用・出

展」，Ｐ１１８「情報・比較・分類・関係づけ」，Ｐ１３８「情報・引用・出展」，Ｐ２

８０「比較，分類，関係づけ」等々，情報教材が多い。本来「説明文の語句」「言語教

材」として位置づけるべきではないか。 

③ 説明的文章の教材は，２「ダイコンは大きな根？」「ちょっと立ち止まって」，３「比喩

で広がる言葉の世界」の三教材だが少ないのではないか。説明的文章を正しく読み取る

学力に欠かせない教材学習に１つ以上科学的根拠がある文を教材にして読解力を伸ば

す教育として大切である。 

④ 作家，大人の書いた随筆Ｐ２１６工藤直子「空」「えんぽう」を味わうことは意味のあ

る学習である。しかし，次に「構成や描写を工夫して書こう―体験を基に随筆を書く」

は中学一年生の学習に無理がある。文学的要素も必要な随筆を中学一年生に書かせるの

は発達段階にもあっていない。大人・作家の書いた随筆を正しく読み取り，文の構成や

工夫を学ぶことは大切だが，その教材の次に中学一年生に「随筆を書こう」は無理があ

る。「書く・作文」の力を充分伸ばし，自分の生活や考え，思いを伸び伸びと自由に書

ける作文の力を伸ばし，力をつけて青春，成年期で書くものではないか。安易な真似ご

と，模倣に終わるのは時間の無駄に終わるのでないか。 

―行政区：未記入 

 

・国語：どの出版社も，資料や学習のやり方の提示が大量で，全てをこなすのでは，“国語の

力”として，何をつけるのか，焦点がぼやけてしまいそうです。授業でじっくり読

みこむものを，生徒の状況をふまえて選ぶことが，まず必要だと思いました。４社

の中では，教育出版が，それがやりやすいように思いました。 

 社会：歴史的分野では，学び舎のものが，最新の研究や新しく出てきた歴史的事実など，

記述されていて，生徒も楽しく身近に感じながら学習できると思います。地理的分
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野，公民的分野は，教育出版が良いように思いました。他の出版社は一長一短あり

で，生徒にも楽しくないように思いました。 

―行政区：上京区 

 

・社会を主に見ましたが，どの分野も分厚く，内容大盛りで中学の子ども達に十分消化でき

るのかと思ってしまいました…。 

 育鵬社「歴史」…韓国併合について，“統治”のため統治の記述が多く，植民地化を目的と

していたという見方が欠けており，皇民化教育についての記述について

も，不正確な記述が多かったように思います。現在の日韓関係を将来改

善していくためには，正しい歴史教育が不可欠と考えます。 

 自由社「公民」…主権者としての国民の権利を大切にあつかう記述より，「象徴天皇制」の

記述・資料が多く目につき，バランスに欠いています。  

 日文の歴史は，よく精選・整理されているのではないかと感じました。 

―行政区：北区 

 

・中学校 国語 光村図書２年教科書について 

 京都市内で光村図書の国語教科書が使用されている。そこで，来年度光村図書の国語教科

書２年生について意見を書く。 

① 光村図書は文学教材ですぐれた教材をとり上げている。「アイスプラネット」（椎名誠）

「星の王子さま」（サン＝テグジュペリ），「盆土産」（三浦哲郎），「走れメロス」（太宰

治）。しかし，その単元がその文学作品の読みに集中していない。「情報」や「話す・聞

く」「書く」等，教材のあとの学習は教材の文学作品から離れた物になっている。文学

作品の読みは大切な国語の学力になる。分散させずに「文学作品の読み」に学習を集中

させるべきではないか。 

② 光村図書の「書く」学習は，１つの単元もつくらず，他の「文学」「説明文」「情報」単

元のあとの学習につけ加えたものになっている。せっかく「構成や展開を工夫して書こ

う」Ｐ２１６の教材も「物語を書く」と身近な題材をとり上げても作文でなく「物語を

書く」目的にすりかえられている。小説の「走れメロス」のあとに「物語を書く」学習

をすると，身近な作文から離れて中学２年生に「小説・物語」を求めていることになる。

単元を独立させ「生活を書く」作文・教材・題材にすべきではないか。 

③ 言語・文法の単元はなくバラバラに各単元に「学習」されている。教科書の最後「文法・

漢字・振り返り」Ｐ２３２によくまとめられているが，これでは学年終わりの時間不足

になる。単元として，文法を体系だてて学習しないと学力として身につかないのではな

いか。 

④ 「情報」の教材が多く国語教材として疑問を感じる。「多様な方法で情報を集めよう」

Ｐ３４「メディアの特徴を生かして情報を集めよう」Ｐ６２「情報整理のレッスン」Ｐ

２６７「情報と情報との関係」Ｐ２６４「図・表・グラフの活用」Ｐ２７０等，言語と

しての国語学習に位置づけるのは疑問である。読解力の低下はこのような傾向に原因が

あるのではないか。 

―行政区：伏見区 

 

・① 世界的な新型コロナ感染拡大の状況において，これまで以上に，国際協調が求められる

時代に入りました。近隣諸国との間で歴史認識にかかわる政府間の対立があるようです

が，自国ファーストではなく，冷静に事実にもとづく教科書で子どもたちの学びが保障

されることをのぞみます。 

② 国際観光都市京都として，多文化共生，基本的人権の尊重の学校教育・社会教育を行っ

てきた歴史をふまえた教科書選定がなされるよう期待します。 

③ 上記の考えから，いくつかの中学校社会科の教科書をみせてもらいましたが，育鵬社教
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科書は不適切であると感じました。 

―行政区：左京区 

 

・まず，社会の教科書を手にとりましたがすごく重くてビックリしました。こんな教科書を

何冊もカバンに入れて通学するのかと思うと，子どもの体力がもつだろうかと心配になり

ました。 

 英語についてですが，小学校から教科となることで，かなり中学卒業までに学習する内容

が増えるので「楽しんで無理なく英語をおぼえる」という余裕があるかと心配になりまし

た。 

 公民についてですが，家族のとらえ方について，東京書籍は，Ｐ２４にベアテ・シロタ・

ゴードンを写真入りでのせて，社会集団の中の最初の身近なものが家族であり，地域社会

の事にもきちんと書かれていますが，育鵬社Ｐ２６では，家族の役割が重視され，２ペー

ジにわたって家族の役割や責任など書かれていて，社会集団の中で生きる私たちの視点と

違うような気がします。Ｐ８０政党と政治で，自民・公明・維新・立憲・民主のが写真入

りでのってて，他の政党には「自分で調べてまとめましょう」となってるけど，教育出版

ではもう少し多くの政党のパンフがのってたり，帝国・東京では９つの政党を公平に表に

まとめて紹介がされていてよいと思います。 

 歴史についてですが，育鵬社は「わが国は―」と日本主体に歴史が書かれていて，権力者

のすすめている戦争や併合によって，相手国や自国の民はどうだったか？とか，その政策

に反対して命を落とすような戦いも同じようにあつかわれてないのではないか，など疑問

をもちました。Ｐ２６３の憲法についても，ＧＨＱの意向に反対できず，無修正で採択と

かかれ，とても重要な中味なのに，憲法も教育基本法にも具体的な記述がなくてびっくり

しました。学び舎の歴史を見ると，世界のあらゆることがのっていたり，近代現史の幅広

くおくぶかい内容に読んでいてたのしくなり，学びたくなりました。 

私の時代では中・高と社会の授業で古い歴史はじっくり読んでも，近代現史は時間がなくな

ったからと短時間で切り上げられていましたが，この学び舎をみるともう一度この教科書で

学んでみたい気持ちにさせられました。Ｐ１４２産業革命のことも，工場で働く子どもたち

に焦点をあてたり，Ｐ１７１で楠瀬喜多をのせていたり，民衆運動や女一揆，女性の社会運

動など本当にワクワクしてみました。 

※教科書では，真理・真実を大切にしてく下さい。一面的な見方の育鵬社では，これから国

際社会にとびたつ子どもたちに全く不適切です。 

学び舎のように，視野の広い記載といろんな角度からの意見をきちんと公平にのせている教

科書で私たちの子どもを育ててほしいです。 

―行政区：伏見区 

 

・○（１）日本と清が朝鮮で（日清戦争），（３）戦場は中国だった（日露戦争），（７）すべ

ての力を戦争へ（第一次世界大戦），（１１）始まりは女一揆（米騒動と民衆運動）など

と項目にしたがって写真，地図，グラフにもとづいてわかりやすく記載され「学び舎」

の教科書は今でも学びたい教科書の本でした。 

 ○ピアニストだった両親と一緒に来日したベアテ・シロタ・ゴードン。日本の貧しい農村

で女の子が人身売買・売春として働かされる現実に心を痛め，何としても日本の女性を

向上させたいと２２才で連合国軍総司令（ＧＨＱ）のスタッフになった。男女平等，婚

姻の自由など憲法に盛り込んだ起草者の一人として活躍したベアテのことを記載されて

いるのは，東京書籍・教育出版だけだった。 

○上記のベアテのことは記載なかったが，（１４）にんげんをかえせ（原爆投下）の項は今

に生きる教材で，「二人の少女」松添博さんの絵が紹介されたのがうれしかったです。 

―行政区：東山区 
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・子どもたちが学ぶ教科書は，事実を伝え学ぶものとしてあることは当然です。教科書を作

った会社が，事実をねじまげたり，一方的な解釈で記述するのでは，子ども達の教科書に

ふさわしくないです。例えば，「公民」で政党の役割について記述している部分で，帝国書

院・東京書籍は，Ｐ７３で日本の主な政党を表にしてのせていますが，育鵬社ではＰ８０

で，四つの政党のパンフ写真のみのせています。これでは学ぶのにふさわしい記述といえ

ません。Ｐ１８０の国家と私たちでは，他教科書に比べものにならないほど，ページをさ

いています。子どもに学問として教えるには育鵬社の教科書は不適切です。採択しないで

下さい。 

―行政区：東山区 

 

・立憲主義について，国家権力の濫用を防ぐこと，過去の戦争・人権侵害・独裁のあやまち

をくり返さないために，ルールとして憲法がある。（法の支配）日文や帝国は，その原則を

明確に記述している。しかし，育鵬社は，「法治主義」については記述しているが，「法の

支配」の原則をわざと欠落させている。立憲主義についても，「憲法にのっとって国を運営」

という一面しか記述していません。政治権力を制限するという立憲主義の根本的な理念を

欠落させています。 

また，憲法改正の限界（前文），前文の考え方に反する改正はできないということもわざと

ぬかし，改正について（７３ページ）第９条について改正案（自衛権の存在を憲法上に位置

づける）に誘導するものとなっている。 

さらに，日本国憲法制定について，育鵬社の歴史教科書では，「ほとんど無修正のまま採択

されました」（２６３ページ）は，国会で国民主権の明確化，２５条の追加，９条について

積極的に議論され改正されていったという事実を無視するものです。一方「学び舎」は，憲

法研究会の草案や，義務教育が中学校まで延長されたことなど，日本国憲法の制定の中で，

国民の願いが，憲法に書きくわえられるなど，国民と憲法の関係がよくわかる内容になって

いる。 

―行政区：宇治市 

 

・育鵬社「歴史」→沖縄戦について，アッサリと記述されている。 

 学び舎「人間の歴史」→同じ沖縄戦のことを記述されているが，住民も戦ったこと，そし

てギセイになって多くの人がなくなっていること，自決のための手りゅう弾を配られたこ

とが記述されている。軍人だけが戦ったのではないことがわかる。 

 育鵬社「歴史」→日本国憲法の制定について，ＧＨＱからのものを反対の声を上げること

ができず，ほとんど無修正で採択とありますが，学び舎の「人間の歴史」では，国民主権，

生存権など重要な修正が加えられたと記述してあります。２つには大きなくいちがいがあ

ります。日本国憲法について，東京書籍では大日本帝国憲法と日本国憲法のちがいがよく

わかるように記述されています。「育鵬社」採択しないで下さい。閲覧の会場が昨年より少

なくなり大変です。例年通りの会場でお願いします。 

―行政区：上京区 

 

・育鵬社の歴史教科書に違和感を覚えました。 

日本は，アジア・東南アジアでの資源の獲得を求めて侵略をすすめていったが，これを，ア

ジアの国々が人々が「大東亜共栄圏」の建設を期待し，歓迎したかのような表現は歴史的事

実とも異なっており，太平洋戦争がなぜおこったのかの根本での歴史認識を誤られるものだ

と思います。 

子どもたちが平和な国際社会で生きていく上での歴史認識を誤らせるような，このような教

科書は採用しないで下さい。 

―行政区：左京区 
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・育鵬社の「歴史」Ｐ２３４～２３５のファシズムの節について。イタリアとドイツでのフ

ァシズム。全体主義については記述されているが，肝心の日本については，全体主義の思

想が生まれ，一部の軍の独走をまねいたかのような記述に終わっている。日本におけるフ

ァシズム，全体主義について，大日本帝国憲法での主権や司法権などについて中学生にわ

かるように説明すべきだが，これをしていない育鵬社の歴史教科書は採用しないでくださ

い。 

―行政区：左京区 

 

・育鵬社「歴史」は歴史事実をゆがめている！！日本国憲法制定について（Ｐ２６２，２６

３）「ほとんど無修正のまま採択されました」と書いているが，日本国憲法の審議過程で「国

民主権の明確化」「２５条の生存権の追加」など多くの修正が加えられた事実を無視してい

る。憲法案作成の過程で民間憲法案を参加にしたことを書いているのは，教出・東書・帝

国・日文・学び舎，修正されたことを書いているのは，教出・東書・山川・日文・学び舎。 

他の教科書と比べても育鵬社異常さが際立つ。 

こんな歴史事実をゆがめる教科書で子ども達は学んでほしくない。 

―行政区：右京区 

 

・「慰霊の日」沖縄県知事は，「忌まわしい戦争の記憶を風化させない。再び同じ過ちを繰り

返さない。繰り返させないため，沖縄戦で得た教訓を正しく次世代に伝える」と！社会科

「歴史」の沖縄戦について，教科書を読み比べてみた。育鵬社は，住民を「集団自決」に

追い込んだ主体を書いていない。教出・東書・日文・学び舎は「日本軍によって」とはっ

きりさせている。スパイ容疑での住民殺害にふれているのは，教出・帝国・日文・学び舎。

沖縄戦が捨て石だったことにふれているのは，山川・学び舎。歴史事実をはっきりと伝え

ることが平和につながり，教育であると思う。育鵬社歴史は歴史事実をきちんと伝えてい

ない。アジア太平洋戦争をアジアを植民地から解放する自衛戦争と誤解させる。こういう

事実をゆがめる教科書はふさわしくない。 

―行政区：右京区 

 

・「日本教科書」の道徳は，前回に引き続き，生徒の内心を踏みにじる「自己評価欄」を設け

ている。２２の徳目を自己評価させるなどあってはならない事。さいたま市が先日医療従

事者へのはく手を，小中学生に強要し，大きな批判をあびている。この自己評価欄の４レ

ベルに無理やりやらせる行為。あかつきは批判を受けて今回徳目の自己評価欄の頁をなく

した。また，日本教科書の道徳は題材としてブラック労働を肯定するような「雨の日のレ

ストラン」を載せているが，これは問題。伊勢神宮も紹介しているが，戦前の国家神道の

ようで，気持ちわるい。教科書に載せていいのか？ 

―行政区：右京区 

 

・○育鵬社の「公民」は，改憲への誘導を強める内容になっており，「カードの例」でも特定

の政治家の主張を改正案にのせるなど，偏向していると思います。教科書は憲法の基本

をしっかり教えるべきで，憲法改正の記述が多いのは問題だと思います。 

 ○学び舎の「歴史的分野」，教育出版の「地理」「公民」は，最新の研究や事実などが記述

されていてよいと思いました。 

 ○教科書展示会の会場が減り，身近なところで閲覧できないこと，ぜひ改善してほしいと

思います。 

―行政区：北区 

 

・家庭分野 

家族のあり方が多様になってきていることに具体的にふれている開隆堂の姿勢がいいと思
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いました。消費生活での実際におこっている問題や持続可能な社会にもふれている点もいい。 

―行政区：未記入 

 

・主に歴史的分野をみました。 

 現在の日本の出発点になっている第二次世界大戦，太平洋戦争をどうえがいているかが気

になり比較しました。第二次世界大戦をひきおこした日独伊三国同盟，ファシズムについ

てわかりやすくくわしくふれているのは東京書籍。学び舎で，ユダヤ人への迫害もくわし

く書かれていました。戦時下の国民のくらし，言論統制で全体が戦争に動員されていった

ことも，東京書籍や山川出版はわかりやすく触れていたと思います。パールハーバーの開

戦をしっかり奇襲であったと記してある位が大切と思いますが，育鵬社・帝国書院は抜け

ています。育鵬社は，太平洋戦争について，「大東亜共栄圏」の考え方を正しかったかのよ

うな記述であり疑問を感じました。沖縄戦で，県民がまきこまれ，降服を許されず，共に

戦わされた点の記述もかなりちがいがあると思いました（帝国書院くわしい）。原爆投下の

悲惨さ，いまにつづく被爆の悲しみをしっかり伝える教科書を望みます。 

―行政区：下京区 

 

・道徳は，個人の内面に訴える内容になるものだから，踏み込みすぎてはいけないと思う。

個人の考えを尊重するものであってほしい。又，心の弱さをもつのが人間として当然なの

だから，“弱さがあってもいいのだ”とまず肯定したい。又，義務教育の中で，主権者とし

ての自覚をもち，社会参画には社会奉仕だけでなく，参政権を行使することの大切さを考

える教材が欲しいと思った（公民学習はするが，せめて中３には道徳の中でも）。 

国語は，教材内容がすごく多いと思った。あれもこれもではなく，古典から情報処理までと

いうのは無理があるのでは…何年では〇に重点を置くというようなことを工夫してはどう

か。どの学年の内容も，良いものが多いとは思ったが（光村）。 

社会・歴史は，育鵬社の歴史教科書は問題だと思った。他の会社のは，歴史を客観的に書い

ているが，育鵬社のは，例えば日露戦争でもＰ１９９「日本がロシアを対馬沖でむかえうち，

ほとんど全滅させるという，世界の海戦史に例を見ない戦果を収めました」と，一方的に日

本が強かったかのように書いているが，事実は，例えば文教出版Ｐ２０７が「しかし戦争が

長引くと日本は資金が続かず，ロシアでも ―――略，両国とも戦争を続けることが難しく

なりました」と書いていることが正しい。 

太平洋戦争末期の沖縄戦でも，文教出版はＰ２５１「そのなかには，日本軍によって『集団

自決』に追いこまれたり，スパイと疑われて殺害された人もありました」と書かれているが，

育鵬社は，Ｐ２４５「日本軍は沖縄県民とともに必死の防戦を展開し，航空機による―略―。」

と，日本軍をたたえるだけの片よった内容となっている。 

歴史は，ねつ造されてはならない。日本にとっても不都合なことでも，事実をありのままに

書き学び，そこから未来の日本のあり方，世界のあり方を学ぶものである。前提となる事実

がまげられて書かれているものを教科書として使うなどあってはならない。尚，学び舎の教

科書は，すっきりとしていて庶民のくらしに眼をむけた記述が多く好感をもてた。 

―行政区：上京区 

 

・教科書の良しあしは，教師や生徒が，その記述や資料をみたとき，「これ何？」という感動

や疑問がおこるかどうかである。しかし，それは結構むつかしい。どんな教材や資料を軸

に，どんな問題意識をもって記述されているかできまる。その中で，歴史や社会は重要で

ある。単なる知識ではなく，その学びが，その人の人生観にかかわるからである。 

育鵬社の歴史教科書は（とくに近現代），日本の近現代を近代化となしとげ，誇りうるもの

で，戦争や植民地支配はあったけれど，やむ得ないものだった。ときには，植民地に良いこ

ともした。そしてアジアを解放した？という誇大妄想的な歴史観によるアクティブ・ラーニ

ングのテーマが「明治維新はなぜ成功したのか」では，英雄史観は人物で明治を賛美するも
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のとなっている。また，「世界恐慌にどう対応すればよかったか」というテーマは，アメリ

カやイギリスも悪かった…戦争はやむ得なかったという議論の正当化の根拠を与える可能

性がある。いずれも，自国中心，賛美の歴史観で貫かれている。こんな歴史観で未来が開け

るのか？中学生段階で，歴史の大局の流れをつかむのはむつかしい。歴史の転換点となる学

習でどんな問題提起をするかがカギである。例えば，「学び舎」の日清戦争の記述では，朝

鮮王宮の占領を前面に出している。生徒にとっては驚きである。日清戦争は，日本と清の戦

争ではなかったのか？実は，朝鮮と深くむすびついていることを知るのである―どうして朝

鮮の王宮を占領するということがおこったのか？これは学習を深める重要な動機づけとな

る。そして学習を深める中で，日清戦争の本質に迫ることができるのである。まして，朝鮮

の多くの人々の生活と深くむすびついていることを知ることになる。 

歴史の深みを理解することは，歴史だけでなく，物事のつかみ方を表面だけでなくて，全体

としてつかむことの意義も学ぶことになる―それは生徒にとって極めて重要な学習体験と

なるのではないか？ 

そんな学習をしていった生徒は，自虐史観におち入ることはない。「なぜ？」「どうして？」

という疑問をもって自分で発展させる可能性をみいだす。 

戦前「国体思想」で子ども達を戦争へ追い込んでいったことを再び，今の中学生にそれをや

む得なかったことと教えることは，歴史のあやまちをくり返させることになる。 

歴史の反省から学ばない育鵬社の教科書は，残念ながら良い教科書とは言えない。 

ぜひ大局からも判断してもらいたい。 

―行政区：未記入 

 

・今，日本と韓国のあいだで，対立（政府間）が続いています。若者たちは，歴史（侵略と

植民地支配）を学べば，対立することなく，友だちになれます。実証済みです。しかし，

彼らを対立させたり，仲たがいさせるのは，過去の歴史を正しく共有できないときです。

最低，日本の植民地支配の歴史を正しく知ることです。 

 植民地支配を合理化したり，あいまいにすることで相手に疑心暗鬼を呼びおこすのです。

残念ながら，育鵬社の歴史教科書は，植民地支配への「言いわけ」や合理化がたくさんあ

ります。とくに，（日清～韓国併合など）これは韓国の人々の心を傷つけるだけでなく，日

本人の子どもを無知におい込み，無理解による対立の原因をつくることになります。 

 なぜ，こんな教科書がつくられるのか？それは，歴史や社会を語るとき，普通の人々（市

民）の立場ではなく，ときの政治権力をもっている人々の立場から（正当化するため）書

こうとするからです。 

 今，世界は侵略や植民地支配の過去を克服する努力をしています。（アメリカの人種差別に

アメリカ国民のみならず，世界の人々が立ちあがっています）過去の暗い（日本の一部の

人にとって）事実であったとしても，率直に事実から歴史の教訓を学ぶことは，未来を明

るくすることにつながります。―今こそ勇気をもって歴史をみていきましょう。そんな教

科書を選んで下さい。 

―行政区：未記入 

 

・日本の戦争を賛美したり，「アジア解放」をしたというような意図的な記述をしているのは，

育鵬社の教科書（２４３ページ）しかありません。何のために，わざと誤解をさせるよう

な記述をする必要があるのでしょうか。また沖縄戦の記述でも，「特攻」を賛美するような

記述は異様です。また集団自決についても「日本軍の命令」であることをかくし，あたか

も自分たちでやったような記述は，沖縄の人々の心を傷つけるものです（２４５ページ）。 

日本文教出版は，「日本軍によって『集団自決』においこまれたり，スパイと疑われて殺害

された人もありました。」とはっきり書いています。また，「学び舎」では，沖縄戦が「捨て 

石」作戦であった事実や，６．２３以降，捕虜も降伏も認められないところに追い込まれ，

「玉砕」や「集団自決」においこまれていった事実が具体的に書かれています。 
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ぜひ，多くの先生方にみてもらって，どんな授業をしていけばいいのか，考えてほしいと思

います。平和の願いにこたえる「平和」の学習は，子どもたちの未来のあり方にかかわりま

す。まだまだ，教科書をみておられない先生方が多いのではありませんか？他府県では，学

校で教科書を検討し，先生方の意見を反映されるしくみがあります。今からでもおそくない

とおもいます。学校の意見（先生方の意見）をきいて下さい。教育委員会の一部に，学校の

意見を聞くことを「人気投票」という意見があるのですか。より良い教科書を選ぶ議論は，

必ず良い授業づくりにつながります。よろしくお願いします。 

―行政区：未記入 

 

・あかつき中学生の道徳２年 ２８「国」王貞治が帰化しなかった理由，国を思う気持ちが

よくわかり，いい教材だと思いました。 

日本教科書道徳２年 １８「白菊」は，国を愛するということにふさわしくないと思います。

日本教科書道徳２年  ８「雨の日のレストラン」は，友情というより仕事への向き合い方

に問題があり，過労をすすめるような文で問題だと思います。 

育鵬社歴史Ｐ２４３「アジアの国々を欧米による植民地支配から解放し，大東亜共栄圏を建

設…」戦争の本質をまちがってとらえていると思います。 

育鵬社歴史Ｐ２６３「日本国憲法の最大の特色は…」平和主義について書かれているが，三

原則の国民主権・基本的人権の尊重については，欄外にしか書いてなくて問題だと思います。

育鵬社は採択しないで下さい。 

―行政区：北区 

 

・歴史は正しく子ども達へ伝えられるべきです。 

 育鵬社の歴史では，戦後の憲法制定について，ＧＨＱだけの案としていますが，憲法研究

会の案を参考にして作られているので，正しく伝えていません。また沖縄戦においても，

軍隊からも，捕虜も降伏も認めないとして自決を強いられた事を書いていません。第五福

竜丸の被曝についても記述がありません。その点，学び舎の「ともに学ぶ人間の歴史」は，

わかりやすく正しい記述がされています。 

 育鵬社の教科書は不適切と感じました。未来を担う子ども達には正しい歴史を学ばせてほ

しい。 

―行政区：下京区 

 

・歴史について教科書での取り扱いを比較しました。近代では日本が軍国主義に向かってい

た時代を育鵬社はアジアの人々の解放というふうにしており，事実とは違う表現です。 

 東京書籍や教育出版は，風刺画を入れたり，わかりやすい表現で日本の植民地化をはっき

り書いています。 

 道徳については，日本教科書が２年で台湾統治をすばらしい教育をしたと自賛しています。

これもどうかな？と思いました。 

 真実を伝える教科書を選んで下さい。お願いします。 

―行政区：南区 

 

・全部の教科書は見ることは出来ませんが，今日は，社会（公民，歴史，地理）の教科書を

数社見比べてみました。それぞれの教科書会社（？）の特徴はあるのかと思いますが，親

として，やはり子どもたちには真実に基づいた歴史，現実の政治をみる力をつけて欲しい

と願います。 

 このような展覧会で，保護者や教職員の方の意見を聞こう，というとりくみは有難いと思

います。今後も是非続けて頂きたいと思います。 

 何より現場の先生方の意見もしっかり聞いて，選定して欲しいと思います。 

―行政区：南区 
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・育鵬社の教科書 歴史は，特に歴史にズームインの項目の記述のしかたが，子どもたちに

考える材料を提供するというよりも，ある特色の考え方に導くようなところが気になる。 

Ｐ４４日本人の宗教観 自然信仰の祖先をうやまう話から，皇室の祭祀に，Ｐ５６では神話，

Ｐ２６６の領土問題，Ｐ２８２の天皇について…など，教科書として不適切なのではないか。

さらにひどいのが，歴史のターニングポイント。Ｐ２１０明治維新はなぜ成功したのか？…

って，誰が歴史に成功や失敗を決めるか。客観性もなく，良い点も悪い点も見る視点も培え

ない。歴史から何を学ぶつもりなのか。育鵬社は公民もひどい。Ｐ５１の沖縄と基地のコラ

ムは特にひどい。Ｐ５２～５３の国民投票法も。改正のしくみだけこんなに分量をさいて，

バランス悪い。Ｐ４７「多くの国の憲法では国防の義務を課しています」とは全く大きなお

世話。筋違いの議論。 

―行政区：下京区 

 

・主に社会科中学校教科書を閲覧しました。どのような討議や経過を経て京都市の教科書が

選定されているのか，その過程を知りたいと思いました。「学び舎」の教科書が内容・質と 

もすぐれていると判断しました。 

展示会は会場がわかりにくく，なかなか一般に知られていません。せめて案内を出すとか（玄

関に）してほしいです。 

―行政区：左京区 

 

・第二次世界大戦後，原爆投下，沖縄戦，憲法について興味深く拝見しました。 

 特に日本国憲法が出来るにあたっては，ＧＨＱからのおしつけのように読みとれるものが

ありましたが，日本側の案も提出しているのではないでしょうか。現憲法は，戦争放棄さ

れている部分では，優れていると思います。 

また，今回は展示会会場が狭まれたことが残念でした。いつもは吉祥院図書館を利用してい

ます。この展示会は有意義なことだと感じています。 

―行政区：南区 

 

・学び舎の教科書が最も史実を学術的成果に忠実に記述しているが，反面，育鵬社は歪曲が

多く，政治的プロパガンダの書であって，学生らの学問のための書とは到底言えない。  

歴史教科書について，学び舎を要求します。 

―行政区：左京区 

 

・学び舎の歴史教科書に感心しました。大人の読み物としても，面白いし，人類愛を感じま

した。 

 山川は，昔，自分が中学生だった時の教科書会社で，独自のフォーマットが懐かしい。で

も，「網羅」のしかたが無個性的。まあ無難ですが。 

 育鵬社は日本を「わが国」と書いているところなど，なんだかなー，と感じました。取り

上げているトピックスも，主観的です。 

 それにしてもどの本も大きくて重い！ 

―行政区：左京区 

 

・社会 民主主義の意味を説明する部分で，国民の意見をもとに代表者が権力を行使する（東

京書籍）という文言が気になりました。このままでは，「国民のため」と主語をすり替えた

独裁政治のように聞こえます。 

―行政区：中京区 

 

・数学の教科書について 

 ○関数の入り口の１年生の教科書で，変数，ｙはｘの関数である（関数の定義）がいきな
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り出てくるように改定されているが，６年生の算数の比例や反比例を扱っていることが

早すぎる。中学１年生で数が文字に抽象化され，比例や反比例の文字式表現でつまずく

ので，小学校６年生のうちに文字式に慣れておこうとする意図が見られるが，中１でも

理解されにくいものを小６で扱うことに無理がある。文字を変数として理解することは

小６では難しく，間違った教育課程になっている。これでは小学校のうちから「数学ぎ

らい」をつくってしまう。全体的に基礎を大切にした，ゆっくり進度（学年）の構成に

ならないか。小学校に不要な単元がたくさんあることを危惧する。 

○関数の導入（１年の）にあたり，啓林館の長さ→体積の対応が一番難しく，文字式に親し

みにくい対応となっている。まだ東京書籍の方が，比例関係となっていて，小６からの接

続がスムーズに図ることができる。 

―行政区：左京区 

 

・道徳の教科書について 

 道徳の授業には，価値観を教える・注入するというのは間違いで，子どもたちの内心の自

由に基づいて，教材に対する豊かな感性や，一人ひとりが持っている価値観をみんなで発

表して交流し，世界観を広げていけることを重視したい。どうしても読みものが教科書を

作ってしまうと多くなるが，深夜に放映されている現実問題をとりあげたドキュメント番

組などを視聴覚教材として活用し，考える材料を子どもたちに提供することも生きた教材

として子どもたちに受け入れられるのではないか。教科書の教材に関連するような，映像

教材を付録でつけておくと活用しやすいのではないか。教科のわくにとらわれない道徳は，

自由な教材，自由なものの見方ができ，自由な価値観の交流の場となるような教科書づく

りを希望する。 

―行政区：左京区 

 

・東京書籍「新しい社会公民」のＰ４４，“憲法の改正”の欄において，憲法の改正の話が文

脈を無視して出てきている気がします。また，憲法改正は，基本的に国民側からの要請が

あった場合にのみ国会で議論されるはずなので，そのことをまず，明記すべきです。今の

ままだと，「憲法の改正は議員のみで行ってもよい」というようなメッセージを子どもに与

えてしまいます。恣意的であると思わざるを得ません。どうか，修正をお願いします。 

―行政区：未記入 

 

・公民教科書では，教育出版が，憲法の「個人の尊重」を「三原則に通じる大切な考え方」

としている点，「公共の福祉」による権利の制限は「例外的」と書いている点がすぐれてい

ます。 

東京書籍は，多文化共生，ダイバーシティ（多様性）の大切さ，社会のルールは見直し，変

えられるものである，と述べている点，子どもの権利条約を積極的に評価している点がすば

らしいです。 

自由社は，日本国憲法制定時のことを「日本政府としては，受諾する以外に余地のない」「密

室の審議」と，事実に反することを書いています。自由社も育鵬社も，帝国憲法の下で人権

の制限が容易だったことにふれていないのは偏っています。 

―行政区：伏見区 

 

・公民教科書について…日本国憲法の項目 

 育鵬社，自由社は「大日本帝国憲法」「天皇」についての解説が「日本国憲法」の前に置か

れ同量のページ数になっており，現代社会の教科書としてはふさわしいとは思えません。

また，日本国憲法がＧＨＱの“ひそかな”案によって正常な議会で決定されたものではな

い印象を強く持たれる内容になっている。 

 英語教科書について…全体に内容が多く文字も小さく，魅力が感じられない。「聞く・話す」
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に大学入試を移行しようとしているが，これではやはり「読む・書く」英語にならざるを

得ない。ＫＡＩＲＹＵＤＯの最後の自己評価はむずかしい。不必要。 

―行政区：左京区 

 

・○学び舎の教科書は，子どもたちにとって最も親しみやすく，興味・関心をかき立ててく

れる内容になっている。自分でどんどん読んでいくことも，他社の教科書に比較すると，

はるかに容易である。資料の選択とレイアウトがよく考えられていることと，各場面で

子どもたちがたびたび登場することも，歴史を身近に感じられることだろう。このよう

な教科書が採択されることを願っている。 

○教科書展示会を市民にとって身近な小・中学校で巡回して開催していただきたい。 

―行政区：未記入 

 

・私は，１９７７年より京都市立中学校で社会科の教員をしてきました。今は退職し私立大

学の教職課程を担当しています（非常勤講師として）。 

 公民の教科書について。各社の教科書を比較してみました。この間，市内では，日文を使

用してきました。今回の検定でも従来の記述やグラフ，資料類をブラッシュアップして現

代社会の様々な問題を考えさせようとする姿勢を感じましたが，少し気になるのは，同じ

教科書を使うと先生方に「馴れ」がでてきて，教科書を読み込み一から教材研究をしてみ

ようという熱意が弱くなってしまわないかという心配をします。採択の年は，その意味で

良いチャンスだと思います。そういう視点で他社を見てました。その結果，これはなかな

かいいなと思ったのが，帝国書院です。イラストや写真にいろいろな工夫がされ，授業の

ときに先生方の研究によって生徒たちをひきつける様々な仕かけができそうです。記述や

注釈，資料の選択や提示の仕方など，新しい見方も加味され，適度に詳しい書き方も散見

され，先生方にとっても良い刺激になると思います。主体的・対話的で深い学習が求めら

れているもとで，ふさわしいのではないかと思いました。東京書籍は，総合的には及第点

でしょうが，いやに安倍首相の写真が多いなぁと目につきました。教育出版は，紙質や写

真の色合いのせいか，暗い感じがしました。育鵬社は全く論外です。極めてイデオロギー

色が濃く，多面的，多角的な考察が求められる学習指導要領の趣旨にも背きます。 

 道徳の教科書について。そもそも道徳を教材にした事自体に問題があります。教科書を比

較すると，どうしても教科書ですから，読み物教材が大半を占める訳ですが，各社それぞ

れ特色があり，一長一短あるものの，日本文教出版の内容が面白く，体裁も工夫されてい

ると感じました。ただ，「道徳ノート」がついているのが気になります。せっかく興味深い

教材が多いのに，同じようなフォーマットにする事で，生徒たちの反応や先生方の工夫を

さまたげたり，場合によっては妙な点検に使われたりしないかと気になります。 

―行政区：左京区 

 

＜右京中央図書館＞ ３３件 

・教育出版の教科書はカラーユニバーサルデザインに配慮され，外部認証を受けているよう

だ。色覚異常の方々にも適切な配慮がなされており，税金によって無償で支給されている

以上，より丁寧に作成されているものを選んで頂きたい。 

―行政区：未記入 

 

・中学校の社会（歴史と公民）に注目して見ましたが，育鵬社の教科書は第一次世界大戦，

第二次世界大戦がなぜ起こったのかを事実に基づき書かれていないと思います。多くの犠

牲が出たことや，戦争に反対した人もいたことを書いていない一方的な物になっているの

でやめてほしいです。公民も育鵬社の教科書は事実に基づいていなかったり，特定の政党

のみ強調していますのでやめてほしいです。 

―行政区：中京区 
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・音楽の２社について人権的に気になる点を書きます。 

 色覚に対する配慮に差がある。教育出版は有償の外部審査に合格し認証マークを得ている。

教育芸術社はボランティア団体の意見を参考にしている。拘束力がない。リコーダーの運

指，ギターの運指の表示にも差がある。教育出版は巻末のギターコードでＦコードを２つ

掲載し絃を押さえる指番号も書かれている。Ｆコードは指の長さや手の大きさで難度が変

わるので配慮が必要。 

 教育出版２・３下には人権の歌，世界がひとつの家族のようにが載った。とても嬉しい。

人権に配慮して生徒に優しい教科書の採用を行ってほしい。 

―行政区：右京区 

 

・リモート学習が取りざたされている中，光村図書の教科書では機種やインターネット環境

等によってアクセスできないことがある。よろしくないです。採用しないでいただきたい。 

―行政区：未記入 

 

・子どもたちの疑問，成長への願いによりそった授業づくりのためには，学び舎の歴史教科

書が最適だと思います。 

―行政区：右京区 

 

・中学校，高等学校の教科書について 

 京都第二教科書センターの令和の教科書をいくつかあり，その中でも教科書にとうめいの

カバーのまとまった教科での展示に新しいと思いました。なつかしかったです。ありがと

うございました。 

―行政区：右京区 

 

・育鵬社歴史教科書は記述があいまい。ボーっと読み進め，中味が残らない。これでも教科

書となるのですね。 

―行政区：未記入 

 

・教科書では，真理・真実を大切にしてほしいと思います。育鵬社の教科書は学問の成果が

反映されておらずに，子どもたちには使わせるのは心配です。採択しないでください。 

―行政区：右京区 

 

・理科では，「新しい科学」がよさそうです。 

―行政区：未記入 

 

・「ともに学ぶ人間の歴史 中学社会 歴史的分野」学び舎 

○大人も子どももこれを使って学びなおしたいと思いました。ただし，学校へ持って通うに

は重い。 

○教科書はどれも美しいが，マットコート・コート紙で印刷されているので，全体に重いで

す。もって帰らなくてもよい方法にするか，軽い紙に変更すべきだと思います。 

 ○育鵬社・自由社は，選ばないで！ 

 ○教科書も大事だけれど，先生の教え方は，一番大事だと思います。 

―行政区：右京区 

 

・育鵬社 新しい日本の歴史 について，採用しないで下さい。 

 占領下の日本と日本国憲法に，日本国憲法の制定は全く押しつけられたものであるという

記述になっているが，他社の教科書にあるように日本の国内からも大日本帝国憲法とは全

くちがう憲法制定の動きがあったという事実にもとづき，記載されるべきです。また，憲
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法そのものの記述も簡単すぎる。これからの日本を担う生徒の使う教科書として，国民主

権，基本的人権，平和主義を軸にきちんと教えてほしい。 

 Ｐ２８２国民とともに歩む天皇に昭和天皇の写真までのせていることも国民主権とかけは

なれた扱いとしておかしなことと思われる。 

 閲覧に不自由です。コロナでもせめて机・イスをおいて下さい。 

―行政区：右京区 

 

・中学社会 新しい公民教科書 の自衛隊と日米安全保障条約の頁について 

 ２０１５年の集団的自衛権の解釈をめぐる国会論戦はまだつい最近のことであり，違憲性

も指摘されている。 

 個別的自衛権の憲法解釈を政府が変更し，海外での武力行使を可能とした世論を二分した

問題を両論並記することもなく，断定的に記述してよいのか。憲法の平和主義とりわけ九

条との矛盾を子どもたちにどう教えるのだろうか。あまりに政府よりの内容で，この教科

書の利用には反対です。 

 図書館内の閲覧スペースが小さく，書く机・イスもないのが不便です。みづらいです。 

―行政区：右京区 

 

・○侵略戦争や植民地支配を容認し，歴史学では通用しない「大東亜戦争」という呼び名を

使って，自国中心の姿勢が見られる「育鵬社」「自由社」の教科書は使ってほしくありま

せん。 

 ○「育鵬社」は公民でも「権利や自由には義務と責任がともなうとの認識が必要」と強調

している。 

 ○「日本教科書」２年の道徳でとりあげられている「ウズベキスタンの桜」「台湾に残した

もの」も，戦争を美化する内容だと思うので，使ってほしくないです。 

―行政区：右京区 

 

・育鵬社の新しい日本の歴史を見たが，神話などの説明が大きくとりあげられ科学的知識を

ゆがめられる恐れもある。また，太平洋戦争の記述について，侵略戦争という事実をもつ

と正確にすべきであると思います。憲法に関しても，押しつけられたという点が強調され

いろいろな意見もあったことなどが示されていない。 

 全体として育鵬社の教科書は，当時の国民などの状況がほとんど書かれていない。沖縄戦

ことなどもっと大きくとりあげないと，正しい歴史観が培われないこの教科書は問題が多

いと思われます。 

―行政区：右京区 

 

・（社会科 歴史教科書について） 

 中学生には正しい科学的歴史観を学んでほしいと願っています。 

「育鵬社」の教科書は，神話から国のはじまりを説き，神武天皇即位を建国記念の日と位置

付けること。アジア・太平洋戦争を大東亜戦争と名付け，その侵略戦争をアジアの植民地支

配からの解放とすること。また，憲法をＧＨＱの押し付けとし，国民での民主憲法制定の努

力と動きを無視していること。全く，中学生に教えられる内容のものではなく，強く「育鵬

社」の採択に反対します。 

「学び舎」教科書はすぐれて民主的なすばらしい教科書です。 

 （道徳について） 

 「日本教科書」会社は，戦前国帰型の国家主義的道徳観で貫かれており，平和と民主主義

に生きる中学生に教える内容ではありません。不採用されることをねがいます。 

―行政区：右京区 
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・中学校社会歴史分野を中心に見ました。 

 会社によって，内容が大きく違うことにびっくりしました。というか，歴史のとらえ方が

違うと感じました。年代や項目の説明に終始している教科書では歴史の全ぼうをつかむこ

とは，生徒にとってはむずかしいと思います（特に育鵬社）。それに対して，当時の資料や

絵図から読みといたり考えたり，また習ったことがらを総体的にまとめさせ（学習を深め

る）学び舎のものが，生徒にとってわかりやすく，考える力が育つと思いました。 

―行政区：右京区 

 

・教科書展示室に，机とイスを設置して下さい。落ち着いて見れません。 

―行政区：右京区 

 

・育鵬社公民の教科書が従来から議論になっていて注目しています。 

 主に憲法に関わる記述を他社のものと比較しながら目を通しましたが，大日本帝国憲法と

の比較の記述は全く説明不足と感じました。一方，日本国憲法の制定については，押しつ

けられたものというニュアンスを濃くにじませていて，客観的記述とは言い難い印象を受

けました。基本的人権についての説明も他社に比べて簡素で具体的な記述に欠けると感じ

ました。 

―行政区：右京区 

 

・○育鵬社の「新しい日本の歴史」教科書は，日本国憲法の制定の記述が，ＧＨＱに押しつ

けられ，日本側の意見が全くとり入れられていないと書かれている。これは，憲法改訂

に意識を向けようとするもので，ふさわしくない。これは「公民」の教科書にも同じよ

うに書かれている。 

 ○自由社の「公民」でも日本国憲法が全くＧＨＱに押しつけられたものという印象を与え

る記述になっている。また，憲法９条の部分で「自衛隊を明記するべき」と誘導するよ

うな記述内容になっていて，危険。 

 ○学び舎の歴史教科書は正しく歴史が学べそうで良い。 

―行政区：右京区 

 

・（１）東京書籍と自由社，育鵬社の歴史教科書・日露戦争部分を比べました。感じたことは，

自由社，育鵬社のは小説的，物語風でバルチック艦隊の記述など「日本すごい！！」

戦意を高揚させるような内容で，教科書の記述として違和感を覚えました。教科書，

特に歴史教科書は，過去の歴史資料，事実に基づいて科学的，客観的にかかれなけれ

ばいけません（大学時代に学びました）。東京書籍は事実を客観的に淡々と書かれてい

ます。また，内村鑑三の非戦論や与謝野晶子の歌，国民の税負担の推移，アジアや他

国の人たちからみた日本の様子など多面的な方向からも記述されているのでよかった。 

（２）アジア太平洋戦争の項目で，自由社と育鵬社が,タイトルに,「大東亜戦争」と記され

ているのをみておどろきました。歴史学では，このような言い方は考えられないです。

子どもにまちがった歴史認識を教え，まちがった内容がかかれている自由社・育鵬社の

教科書は採択しないでください。 

―行政区：右京区 

 

・憲法の記述についてあまりに現在の政権の意向に沿ってかかれているため，教科書として

使用しないで下さい。現在の政治のゆがみなどは全く記述されていないのも問題です。 

―行政区：右京区 

 

・英語の教科書について 

題材はどの教科書も興味深いものを扱っており工夫が見られる。 
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Ｎｅｗ Ｈｏｒｉｚｏｎ→１年の本文の内容がとくにかなり多く感じる。小学校英語を修了

しての上にたった扱いと思うが，１年生の内容にしてはもりだくさんすぎる（語彙も含めて）。

教える側の生徒の実態に応じた工夫が生み出せる余裕がほしい。 

―行政区：上京区 

 

・４月５月と休日が多くなり，この秋冬も，感染症対策と休日がまた長期になることも懸念

されます。子ども達の心身の負担は大きく，親（大人）達の格差の影響も重なってくると

想像します。全部学ばなければならないというプレッシャーを与えないでほしいです。大

事なポイントや流れを，先生方や学校の選択や工夫を生かして，柔軟にしてほしいと願い

ます。学びへの意欲がなえてしまう子ども達がないように願っています。 

―行政区：右京区 

 

・○日本の憲法の所がおしつけられた感が強くかんじます。もっと新憲法が出来た時の市民

の事をたくさん書いてほしかったです。 

（自由社） 

 ○天皇の写真が多すぎます。 

 ○教科書は真理・真実を大切にして下さい。 

自由社・育鵬社の教科書は，絶対に使わないでください。 

―行政区：右京区 

 

・自ぎゃく史かんをいいかげんにやめて。じじつだけを書けばいい。 

―行政区：未記入 

 

・育鵬社の「新しい日本の歴史」については，７６太平洋戦争（大東亜戦争）という捉え方

に違和感を感じた。 

７９占領下の日本と日本国憲法のところ，“日本国憲法の制定”のところは，正しい表記と

はいえない。 

―行政区：中京区 

 

・自由社 新編 新しい歴史教科書 

① Ｐ４４ 歴史教科書に史実ではない天照の神話を掲載すべきではない。特に皇室の先祖

にあたるという虚偽は書いてはいけない。 

② Ｐ５ 同じく歴史教科書に史実ではない出雲神話を書くべきではない。 

③ Ｐ３１ 同じく歴史教科書に史実ではない想像上の神武を登場させるな。 

④ Ｐ１７２ 韓国併合の前後，日本が韓国に対し，日本語の強要，神社を造り参拝させた    

いと，創氏改名させたこと，日の丸を掲げさせた事等，書くべきではないか。そうでな

いと共通の認識に立てない。 

⑤ Ｐ２０４ 真珠湾攻撃がだまし討ちだというのは宣戦布告より前に攻撃したからであ

る。遅れたのは日本の内部事情。きっちりと伝えなくてはならない。 

―行政区：未記入 

 

・育鵬社 新しい日本の歴史 

① Ｐ４６ 歴史の教科書に史実ではない神話を書くべきではない。 

② Ｐ１７６ 韓国併合では米の作づけ，日本語教育は書いてあるが，天皇に従わせるため

の神社を造り参拝させたこと，慰安婦問題，日の丸をかかげさせたこと等は書いていな

い。共通認識を持つため，書くべきである（他で徴用工の記載はあったが）。 

③ Ｐ１７７ 台湾にダムを作ったことが書いてあるが，あくまで日本のためである。中村

哲さんがアフガニスタンペシャワールで現地の人のために用水路を作ったのとは大き
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くちがう。かんちがいするようなことは書くべきでない。 

―行政区：未記入 

 

・領土問題での歴史的根拠を，正確に記述している教科書がほとんどない。 

―行政区：上京区 

 

・①教科書にＱＲコードが付けられるようになったようで，様々な教科で取り上げられてい

ることにおどろいた。コロナによる休校などが話題になったが，ＱＲコードがあれば，

休校中でも家庭で勉強ができるので，とてもよいことである。ただし，中身をよく精査

してもらいたい。有害サイトにつながるようなものがないか，チェックが必要である。 

②コロナの影響でマスク着用が大事だが，家庭科の教科書の調理学習で，最もマスクが必 

要と思われるが，つけていない写真があった，これはどうかと思う。 

―行政区：西京区 

 

・中学校社会科の教科書を中心に見ました。とりわけ歴史の教科書は，子どもたちにいいこ

とも悪いことも，しっかり事実を教えることが，今後の国際関係をしっかりと築く上でも

大切だと思います。日本のアジアへの戦争をしかたがなかったことのように学ばせるのは，

再び歴史をあやまらせることにつながると思います。日本がおこした戦争については，し

っかり反省し，そこから出発する。未来を考えていける教科書を選んで下さい。 

―行政区：右京区 

 

・最新 新しい日本の歴史 育鵬社を拝見しました。 

（日本国）「憲法改正，再軍備を主張する声があがりました」とありますが，一部の政治家の

意見であり，世論ではありません。 

Ｐ２５２ 世界恐慌にどう対応すればよかったか…話し合うには資料が少なすぎます。「ド

イツの戦後賠償は厳しすぎなかったか」とは何を言わせたいのでしょうか。 

 戦時中の国民の悲惨さや被害の記述はありましたが，国外での占領下の人々については殆

どありません。戦争への反省があってこその歴史を学ぶ意義があると思います。この教科

書では，勉強させたくありません。 

せっかくの展示会ですが，立ち見。 

アンケートを書くテーブル，椅子なしが残念です。 

―行政区：右京区 

 

・和楽器を学校で勉強することはとても良いことである。しかし乍ら「箏」のところで漢字

に「こと」とルビを振っている（教育芸術社）。誤っているのではないか。「そう」である

はずである。この会社は「三味線」のところの「こぼれ話」でも，三弦（サンシェン）の

写真はあるが説明がないといった不親切なことをしている。 

正確性や勉強のしやすさが大切であるべき教科書でこれはどうだろうか。 

―行政区：右京区 

 

＜左京図書館＞ ７件 

・教科書の誌面上からリンクに動画が出るようになっている。どの教科書も工夫されており

リモート学習に大変役に立つと思う。国語科 光村図書，音楽科 教育出版は特に多く動

画が出されており素晴らしい。 

―行政区：未記入 

 

・主に社会科（歴史・公民）を見ました。中学生が自ら考えるには，内容や章のまとめに違

いを思いました（例：東京書籍の「もっと歴史」「もっと公民」は工夫されていると思いま
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す）（帝国書院の「章の学習を振り返ろう」はプリント型式でした）。これからの，コロナ

等新たな世界に向けられた課題は多い。子どもが自ら考えていくのにふさわしい多面的に

取り上げた内容を望みます。 

―行政区：中京区 

 

・中学社会の本を見比べていて，学び舎の本は最も現代の出来事をリアルにとらえていると

思いました。「秘密の図書館」など，他の本では取り上げていず，せいぜいオバマ大統領の

事ぐらいですごいと思いました。 

―行政区：左京区 

 

・学び舎の歴史教科書はすばらしいと思いました。 

タイトルの「ともに学ぶ人間の歴史」通り，内容が，数字も多く詳しいし，特に選んでいる

写真や題材が，子どもたちの興味をぐっとひきつけそうなものが多いなぁ…と感心しました。

教科書の姿勢により，子どもたちが学びへのとびらを自ら開けようとするかどうかは，大き

く違うと思います（もちろん先生の教え方も同じくらい重要）。私は中学校の歴史は学び舎

のものを採用してほしいです。 

―行政区：左京区 

 

・学び舎 人間の歴史 中学社会 

 Ｐ２７５ 原発の説明。発電コストが安いとしているが，３．１１以降の検証，原発ゴミ

の処理，使用済燃料の処理，事故のことをふまえ，コストは計りしれないほど高いと言わ

ざるを得ない。人類と核の共存はありえない。未来のことを考える子どもたちに正確な記

述が望まれる。 

―行政区：未記入 

 

・歴史・公民の教科書について 

育鵬社・自由社の教科書は使わないでほしい。 

 （理由） 

〇日本を「わが国」と書いている箇所がたくさんあって気になった。現在は様々な国の子

どもたちが学んでいる。「日本」と書くべき。 

〇内容に偏りがみられる（文・写真の引用ともに）。 

〇事実と異なる記述がある。例：日本国憲法の成立について 盧溝橋事件について など 

〇特定の項目に他社の教科書と比較して多くのページをさいている。例：憲法改正につ 

いて など 

〇書くべき項目が書かれていない。例：沖縄の基地問題 など 

〇著作者が少なく，故人も多いのはなぜだろう…疑問に思った。他にもいろいろ…。 

歴史は広い視野を持って客観的に，いい面も悪い面も正しく伝えることが大事だと思いま

す。 

―行政区：左京区 

 

・中学道徳 

７社分を見た感想 

  ①文：編集委員会が作り上げただけに真実（原因）と経過と結果の流れに真理（道理）

がなく，作文になっているものがあります。 

  ②１社のみ，事実を丹念に調べて自然との関わりを明らかにして道徳教科書にふさわし

い調べつくした苦労が読みとれました。日本の歴史を重視したものが尊く思いました。 

―行政区：左京区 
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＜伏見中央図書館＞ ８件 

・東京書籍「新しい社会 公民」「新しい社会 歴史」について 

 〇公民の巻末に参考法令集が抜粋で載せられているのはよいと思う。教える中で生徒たち

に提示して法令に関心を持たせることも大事だと思う。 

 〇膨大な歴史を中学時代に教えることのむずかしさはあると思うが，精選して歴史の転換

期となる出来事はきっちりと教えてほしい。 

 中学生の道徳 広済堂あかつき，光村，教育出版 

 道徳の教科化でない時代に生きた者として，教科書は大変苦労して作られていると思うが，

文学教材などを題材にも使っておられるが，読み方の方向性の押しつけになったり，道徳

とは「こうあらねばならない」といったことにならない物，若い人たちの感性を生かす教

育であってほしい。 

 ―行政区：伏見区 

 

・リモート学習に役立つアイテムとして各教科書ともにＱＲコードが掲載されている。現在

京都市で採用している教育芸術社は，ＱＲコードの数が極端に少ない。少ない上に動画も

少ない。実技教科を自宅で中学生が学習する場合に動画が少ないのは致命的。 

さらに数が少ない上に教育芸術社のＱＲコードは音楽家の個人サイトへリンクしているも

のが複数見られる。チケットの購入やＣＤの購入が教科書紙面から入って行ける必要はな

い。むしろ繋がってはいけない。 

光村図書の書写ＱＲコードでも同様に筆，墨，硯の販売会社のサイトに引き込まれて行く。

両社ともに京都市では永く使用されているが，このように中学生をトラブルに引き込む可

能性がある教科書が継続されるようであれば調査自体が形骸化していると言える。 

―行政区：伏見区 

 

・地理の教科書では，日本文教出版が京都市のことを多く取りあげています。 

コードを読みこんで学習できることはよいと思う。 

動画など学習効果の高いものが多くある会社の教科書を選んで欲しいです。 

どの教科書もカラーユニバーサルデザインに配慮されているみたいですが，外部の認証を

受けたしっかりとした会社のものを選んで欲しいです。 

―行政区：伏見区 

 

・歴史教科書「日本国憲法の制定」のページについて 

 次のような事実でない記述箇所が育鵬社に見られた。 

 「議員はＧＨＱの意向に反対の声を上げることができず，ほとんど無修正のまま採択され

た。」とある。実際は，日本政府はＧＨＱ案の提示をもとに民間憲法案を参考にし憲法改正

案をまとめている。４か月にわたって審議し，修正のうえ可決されたのだ。ＧＨＱ案では

義務教育は小学校までとしていたが，審議し，中学校までを義務教育とした，ことや国民

主権の明記や２５条生存権の追加等重要な修正が加えられている。 

 事実を無視し，歴史を正しく伝えていない育鵬社の歴史教科書は採択しないでいただきた

い。 

―行政区：伏見区 

 

・自由社の公民教科書の採択をしないよう強く要望します。 

 誤った記述，定説に基づかない記述，学問的成果に基づかないイデオロギーな一方的な記

述，そして最高の規範である日本国憲法に基づかない記述があまりにも多く，まったく教

科書としてふさわしくなく，絶対に採用すべきではありません。子供たちの論理的思考に

支障をきたし，ひいては学力を阻害する可能性もあります（理解できないことをただ暗記

を強いることになる可能性があります）。 
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 以下，問題の箇所をあげます。 

 ①自由社ｐ６～７の少子化問題について 
  少子化の対策として「保育サービスの提供や雇用の安定化」など政府の取り組みが紹介

されているが，逆に少子化は進んでいる。１９年の出生率は１．３６で，４年連続の低

下。出生率は過去最低８６万５２３４人（毎日新聞６／２） 
  最大の要因は「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」（５６．３％：内閣府「少子化

社会対策白書２０１５年」などであり，安心して子供を育てる条件がないことである。

教育費の軽減，若者の雇用の安定（＝非正規雇用の解消）などを実現しなければならな

い。しかし国の施策は，出生率を上げる効果をもたらしてはいない，その点まで踏み込

んで記述しなければ問題点はわからず，生徒は少子化問題を正しく捉えることができな

い。 
 ②ｐ８～「日本人の精神」の単元が設けてあるが，日本人には多様な精神があり，このよ

うに単純化することは誤った認識につながる可能性がある。 
  「ナボイ劇場建設」について，いくつか疑問がある。「大地震に耐えた」，とあるが，耐

震性があるかは，まず設計の問題であると思う。設計者は日本人ではない。また，日本

人捕虜が建設に従事したとき建物本体はほとんどできあがっており，日本人捕虜は「仕

上げ」に従事したのであるという指摘もあり（胡口靖夫サマルカンド国立外国語大学教

授），日本人が従事したので大地震に耐えたというのは誇張であろう。まず，事実を正確

に示さなくてはならない。教科書にウソを記してはならない。 
  また，サッカーワールドカップで日本人が観客席を掃除する姿が称賛され，「汚すまいと

する日本の美徳が脚光を浴びた」と記す。この行為そのものは大変素晴らしく称賛すべ

きことです。しかし，一方で，日本は地球温暖化の原因である二酸化炭素（地球を汚す

ゴミ）削減には極めて消極的であり，２０１９年には，環境ＮＧＯから２度にわたり「化

石賞」が送られている。また，日本は福島原発事故で放射能というごみで日本国土・地

球を汚しながらなお原発推進政策をやめない。地球を汚すゴミの拡散に対しては極めて

鈍感である。このことも同時に述べなければ，生徒に誤った認識を与える。 
 ③大日本帝国憲法について，「三権分立など立憲主義の主要原則をすべて備えた憲法」（ｐ

５５の６～７行）のような書き方をしており，課題・問題点の記述が無い。まず，明治

憲法は天皇主権という最大の問題点を抱えている。また天皇大権および統帥権の独立を

有しており，また，当初国民に普通選挙権は無く（普選法はやっと１９２２年に施行），

三権分立・立憲主義がしっかり確立さているなどとは到底言えるものではない。百科事

典マイペディアや高校の「政治経済」の教科書（数研出版）でも「明治憲法は外見的立

憲主義」という捉え方をしている。 
  このように，大日本帝国憲法の課題・問題点の指摘が無いので，なぜ日本は戦争の道に

すすんだのか，なぜ，日本国憲法が制定されたかの経緯が解らないものになっている。

道筋立てた思考に結びつかない。 
 ④日本国憲法の成立過程においても誤った認識を誘発させる。 
  あたかも一方的にＧＨＱから押し付けられたような記述になっているが，まず，①ＧＨ

Ｑは，当初日本政府に案作成を指示したが，案はほとんど大日本帝国憲法と違うもので

なかったから拒否せざるをえなかった。②また，日本国憲法案作成には多くの日本人・

民間の考えも取り入れられており，すべてがアメリカの意向に基づく案であるかのよう

な記述は誤解を生む。③また，最終的には，国会で圧倒的多数で可決されており，世論

も支持していた（毎日新聞世論調査１９４６，５，２７）など，国民に受け入れられて

いた事実も正確に記すべきである。でなければその後なぜ，憲法改正が７０年余も行わ

れてこなかったのかが論理的に説明つかない。 
  ＊あたかも国民の意思が反映されていない憲法であるかのような捉え方を言うのであれ

ば，それこそ大日本帝国憲法の成立過程をしっかり記述すべきである（欽定憲法であり

国民の意見を聞くことはなかった）。 
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 ⑤ｐ７０～７１の「基本的人権と公共の福祉」の単元について，（公共の福祉とは）「国家

や社会の秩序を混乱や崩壊に導き，結果として多くの人々の自由，権利や幸福を侵害す

ることのないように戒めるもの」と書いているが，公共の福祉の規定は，人権は最大限

保障されるべきもので，制限が加えられるのは他の人権を侵害する場合に限られるとす

るものである。何が社会の秩序を混乱させるのかの記述がなく，政府の解釈により表現

の自由の制限につながりかねない危うい記述である。 
 ⑥憲法改正手続きを条文に従って紹介することはありうるが，一部の政治勢力の「憲法改

正」案をテーマに改憲問題を取り上げること自体が誤りではないか（ｐ６３）。憲法とい

う最高法規に基づき法秩序は成り立っており，教育は憲法に基づき行われる。 
  また，改憲集会の写真を載せながら護憲の運動を紹介しないのはもってのほかと言わざ

るを得ない。 
 ⑦日本国憲法の三大原理１つは国民主権である。天皇は権能を有しない象徴に過ぎず，私

たちの政治経済生活に直接影響を持つものではない。なぜに４ページ（ｐ６６～６９）

にもわたって天皇を紹介するのか。天皇を特殊な存在と位置付けている特定の考えに基

づき紹介しているに過ぎない。 
 ⑧ｐ９４～９５の「新聞読み比べ」の単元自体は，社会の見方については多様な意見があ

り様々な見方があることに気づかせるという意味で重要である。ただし，そのテーマと

して新元号についての社説を取りあげるのには違和感がある。争点が明確化しにくい。

もっと争点が明確になっているテーマがあるはず（安保法制，憲法９条，森友加計問題，

沖縄基地問題，原発問題…など）なのに，なぜあえて争点がわかりにくいテーマを選ぶ

意図は何か。 
 ⑨ｐ１６８～１６９の国旗と国歌についての単元について，「君が代」の扱いについて問題

点がある。 
  「君が代」の歌詞の意味が，政府の言う「象徴としての天皇」としても，「天皇の御代が

末永く続きますように」という意味であり，①国民主権に抵触するおそれがある，②戦

前において人々を戦争に動員するために利用されてきたものである，などの問題点があ

り，無批判に紹介するのではなく問題点も指摘すべきである。 
 ⑩ｐ１９２～１９３の「自衛隊と日米安保保障条約」について，政府見解を一方的に紹介

しているだけであり，問題点，批判的見解も指摘すべきである。 
  憲法９条の下においては海外での武力行使はできないとしてきた歴代政府の憲法解釈を

変更し，日本が海外で戦争することを可能とするものである，との多くの憲法学者・法

曹関係者からの批判があった。その問題点も指摘すべきである。 
 ⑪ｐ２０３～２０４の「エネルギーと資源の未来」について 
  原発をめぐる動きについてわずか４行ほどしか述べていない。事故の悲惨な実態，事故

原因，今後の見通し（すでに自然エネルギーのほうがコスト安になっている），について

もっと述べるべきである。 
 ⑫沖縄の問題が１９３の上にコラムのような形でわずかに取り上げられているが，現代日

本における大きな問題として単元を設けて取り上げるべきである。 

―行政区：伏見区 

 

・公民の教科書で第一章が家族愛や愛国心で始まる自由社の教科書には大きく違和感を感じ

ました。 

―行政区：未記入 

 

・まず，コロナ感染拡防止のためとはいえ十分な閲覧時間がないことが残念ですが，歴史の

教科書をザっと読み比べてみて育鵬社の記述が他者とは違うと思いました。例えば太平洋

戦争を大東亜戦争としていたり，東南アジアの資源を独占するために，アジアの国々を占

領しようとしたことに触れていないこと，東京裁判についての記述等も合わせて，戦争に
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対する評価の仕方が偏っているように読めたので，中学生に教える教科書としてはふさわ

しくないと思いました。 

―行政区：伏見区 

 

・比較出来る事柄について何冊かを見比べました。「歴史」については真実の歴史事実につい

て明確に伝えていない教科書もあり次代への伝達としてふさわしい教科書を選別してくだ

さい。ていねいなのは「学び舎」。 

 近い事件の東北震災についてはもう１つの災害の原発事故の「今後について」も明確に記

すべきです。 

 「公民」については多様な学び方が出来て，「主権者教育」「基本的人権」がしっかりと学

べ，身につくような内容に工夫することも必要かと思います。 

 教科書展示はそれを扱う現場の教師や学校にも裁量権を与えること，またもっと拡く保護

者等にも意見閲覧可能になる工夫反映出来る様にしてくださるよう期待します。（期間を長

く幅広い意見集約など） 

―行政区：伏見区 

 

＜醍醐中央図書館＞ ６件 

・光村図書中学書写二次元コードを読みこむといくつかのコンテンツにいきます。学習に役

立つリンク「墨の作り方」は墨運堂の商業サイトにいきます。ＷＥＢカタログワンクリッ

クで値段など商品説明にいきます。 

 教育芸術社音楽学習に役立つウェブサイトにいくコードを読みこむといくつかのコンテン

ツにいきます。山田和樹さんのプロフィールをみてみますと，ジャパンアーツぴあのサイ

トにいきます。ワンクリックでチケット購入・会員案内などにいきます。国民の税金を使

って作られる教科書が一企業の利益につながることをしてよいはずがありません。まして，

中学生が勉強で見る内容でなく，ネットのきけんさを軽くかんがえているのではないでし

ょうか？ 

―行政区：伏見区 

 

・伏見区の住民ですが，インターネットで自由社の教科書，特に，公民を見る機会があり，

現在の京都で採択されている東京書籍，日本文教出版と比較してみました。 

① 家族の大切さについての記述 

② 日本の憲法の成立過程の真実，立憲民主主義 

③ 国家の役割 

④ 集団安全保障，自衛権 

⑤ 国連の日本の敵国条項で改革が必要など 

今迄に無い公民（自由社）が日本の将来を担う子供達に是非勉強して頂きたい。強く印象

を受けて使って頂きたい。 

―行政区：伏見区 

  

・楽器の扱い方（器楽）について，教育出版では，最初にリコーダー→篠笛→尺八（吹く楽

器），次に，ギター→箏（こと）→三味線（弦・糸の楽器）と系統性があり配慮されている。

併せて，「何か同じでも何か違う」で活動できるようになっている。太鼓についても，「か

まえと打ち方」が丁寧に扱われており，更に「まなびリンク」でウェブサイトからの学習

もできる。 

 ギターとキーボードのコード表では，押さえ方がわかりやすく配慮されている。ギターの

押さえは数字でもわかるようになっていて，キーボードでは，オレンジ色の押さえとオレ

ンジ色の白いふちで，よりわかりやすいようにされている。 

―行政区：山科区 
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・歴史の教科書として学び舎のものがとてもわかりやすく，中学生が学ぶのに適していると

感じました。反対に，育鵬社の歴史には重みもなく伝わらない表面的なものに思いました。 

―行政区：山科区 

 

・歴史教科書は，真理・真実をありのまま，子どもたちに届け学習してほしい。 

 育鵬社は採択して欲しくない。理由は，沖縄戦についても正しくないし，第二次世界大戦 

も大東亜戦争と記述され歴史が正しくなく，子どもたちに届けてはいけない。 

「山川社」は正しくわかりやすかった。 

歴史教科書を見ただけだが，「学び舎」は本を開くだけで写真やさし絵が目に優しく，文章

も読み易く，お話を読む調子で，どんどん学習したい気持ちにさせられた。 

こんなにページも多い教科書を楽しく学習できる本であって欲しい。 

―行政区：山科区 

 

・「育鵬社」の歴史Ｐ２４３太平洋戦争を植民地支配からの解放とあるのは間違い。Ｐ２４５

沖縄戦日本軍が沖縄県民とともに戦ったというのは間違い。本土決戦を少しでもおくらせ

るため「捨て石」に沖縄県民はされた。誤った記述が多く見られる「育鵬社」の歴史教科

書は子どもたちに誤った認識をさせるので使ってほしくない。採択しないでほしい。 

 「自由社」の公民「国家・愛国心」が強調されすぎ。 

「自由社」「育鵬社」両者とも憲法改正ありきの記述となっている。 

「自由社」「育鵬社」の公民教科書も採択しなしでほしい。 

―行政区：山科区 

 

＜洛西図書館＞ ６件 

・中学校社会 歴史や公民教科書を見て感じたことを記述したいと思います。 

国家・国旗について１９９９年の国家・国旗の法にもとづく説明がされているが，育鵬社や

自由社の記述は，国民主権という憲法の基本理念から逸脱したものと判断せざるを得ない。 

このような教科書が採択されることの無いよう願いたい。 

―行政区：西京区 

 

・私は教科書検定制度については反対の立場です。しかし，育鵬社の「歴史・公民」を合格

させるというのも，現在の安倍政権の意向をくんだもので，大きな疑問を感じます。「改憲

を前提にどんな条文がいいか，討論させる」というアクティブ・ラーニング，「南京事件」

の「犠牲者数は論争が続いている」など，学校教育の現場には持ちこませたくない内容が

数多く含まれています。教科書採択にあたっては慎重に吟味すべきだと思います。 

自由社の「公民」もひどい記述があります。例えば「国旗・国家を考えてみよう」では，戦

時中，日の丸や君が代がどのように用いられていたとか等の歴史的経過には言及せず，日の

丸君が代に対する態度等を強要しようとする意向があります。これも大きな問題点だと思い

ました。 

―行政区：西京区 

 

・社会「歴史」について 

 ○太平洋戦争時の東南アジアへの攻撃を「日本を中心とした新しい国を作るため」と書い

ているものがあり，その認識はおかしいと思った。 

 ○日本国憲法の成立過程に「米国の強い希望により（強く迫りました）成立した」と書か

れているので，日本人もたくさんの力を尽くしたことが書かれておらず残念。 

 ○短歌や俳句について多くのページが使われていて，短詩形文学への関心が広がることが

うれしい。 

―行政区：西京区 
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・主に歴史の教科書を見させていただきましたが，育鵬社の教科書には神話を扱ったページ

が２ページもあり驚きました。歴史はあくまで科学として教えるべきで，神話をあえてと

りあげる意味がわかりません。また，沖縄戦のとりあげ方も沖縄の方が読んだら怒るので

は？と思うほど，その犠牲の大きさや，集団自決などの死が日本軍によっても強要された

事実などが伝わってきません。日本国憲法制定のくだりでは，ＧＨＱの案をほぼ無修正で

受け入れたかのように記述してあり，事実と反しています。このような教科書を子どもた

ちに使わせないでいただきたいと思います。歴史を学んで，自分たちのこれからを考えて

いく材料になるような教科書を使ってください。時の権力者の意向にそって歴史事実をゆ

がませるような内容は，教科書には使わないで。 

―行政区：西京区 

 

・公民の教科書３社を読みました。憲法・天皇・平和に関し，育鵬社には疑問に思う記述が

多い。教育出版，学び舎の方が理解しやすかった。 

―行政区：西京区 

 

・社会科の中学校の教科書を数社見ました。特に，第二次世界大戦中の様子や，その後の

日本の復興や人のくらし，憲法制定など，今のくらしに至る歴史的事実がどのように子

ども達に教えられるのか関心を持って見ました。 

学び舎の教科書は，事実に基づいた国民の思いやくらしが具体的に記述されていました。

戦いをくぐり抜けた国民が憲法で戦争放棄をうたった際をどんなに明るい希望に満ちた

気持ちであったかが，想像できます。 

若者達に真実を伝え，そこから彼らのエネルギーを社会人として身につける役目があると

思う。 

―行政区：西京区 

 

   

 


